
※1：厚生労働省が「特定健康診査及び特定保健指導の適切かつ有効な実施を図るための

　基本的な指針」で定めた市町村国保の目標値を設定した。

※2：第三期は、計画期間が６年間になったが、国が定める目標値は、第二期と同様である。

対象者数
(人)

受診者数
(人)

実施率
(％)

※対象者数および受診者数は、各年度ごとの法定報告値による。
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※対象者数および終了者数は、各年度ごとの法定報告値による。

１　「特定健康診査等実施計画」における目標値（※1）
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２　特定健康診査の実施結果 

３　特定保健指導の実施結果
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区民部国保年金課

特定健康診査・特定保健指導の実施状況
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